
                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２５年５月８日（水） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

   発 表 事 項     

１．大規模災害等発生時における東北地区国立大学法人間の連携・協力に関する 

協定の調印について 

２．共同研究により、磁石による放射性セシウム除染の可能性を確認 

３．２０１３年度山形大学都市・地域学研究所事業計画が決定 

４．平成２５年度新入生保護者の皆さまと山形大学との交流会の開催 

５．大学コンソーシアムやまがた『やまがた夜話』の開催 

 

  お 知 ら せ     

１．益川敏英氏（2008 年ノーベル物理学賞受賞）を講師に迎え、理学部講演会を開催 

２．有機エレクトロニクスイノベーションセンター内覧会を開催 

   ３．非常時のための加温機能を備えた保存食「ほっこり食」の販売 

   ４．人文学部公開講座「１９世紀 西洋思想の宝石箱」の開催 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２５年５月２１日（火）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 
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                                   平成２５年５月８日    

山 形 大 学  

 

大規模災害等発生時における東北地区国立大学法人間の 

連携・協力に関する協定の調印について 

東北地区の７国立大学法人（弘前大学、岩手大学、東北大学、宮城教育大学、

秋田大学、山形大学及び福島大学）は、大規模災害等により、独自では十分な応

急措置及び教育研究活動等の復旧・再開が困難な場合に、迅速かつ的確に被災大

学に対する緊急支援等を実施するため、４月２５日に連携・協力に関する協定を

締結しました。 

 

◆協定のポイント 

（１）第１条 

  ○大規模災害等が発生した場合には、７大学が相互に連携・協力し、被災大学

に対し緊急支援・復旧支援を実施し、もって地域社会の復旧・復興に寄与する

ことを目的とする。 

（２）第２条 

  ○大規模災害等とは、「地震・風水害等の大規模な自然災害」、「新型インフ

ルエンザ等の感染症のまん延」等 

（３）第３条 

  ○連携・協力の内容は、「食料等の生活必需品の提供」、「教職員等の相互派

遣」等 

（４）第４条 

  ○支援体制は、北東北と南東北の地区に分かれて、一次支援、二次支援等を実

施する。 

（お問合せ先） 

山形大学総務部総務課 

電話：023-628-4006 
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                                   平成２５年５月８日     

山 形 大 学  

 

共同研究により、磁石による放射性セシウム除染の可能性を確認 
 

 

山形大学と宮崎大学の共同研究チームは、福島第一原子力発電所事故後（2011 年 4 月 30 日）

に、福島県飯舘村で採取した表層から深さ１cm 土壌試料を乾燥させた後、ネオジム磁石によって

吸引される磁性成分とそれ以外の非磁性成分に分離し、それぞれの成分の放射性セシウム（134Cs
および 137Cs）濃度分析を、宮崎大学のゲルマニウム半導体検出器を用いて行った。 
 
 その結果、わずか 20%の重量の磁性成分に 60%近い放射性セシウムが集中していることが分か

った。 
 
 本試料の土壌としての性質を明らかにするため、山形大学の X 線回折装置による分析を行った

ところ、本試料には石英、斜長石、雲母粘土鉱物（黒雲母）、角閃石などが含まれ、この地方に広

く分布する花崗岩地質の基盤が風化した土壌であることがうかがえた。磁性成分には、鉄鉱石に

由来する成分は観測されなかったが、雲母粘土鉱物、バーミキュライト、角閃石、ギブサイトの

割合が高いことが分かった。これらの鉱物のうち、雲母粘土鉱物、バーミキュライト、角閃石は

鉄、マグネシウム、マンガンなどの磁性元素を含む場合もあることが知られている。一方、非磁

性成分は主に石英、斜長石から構成されていた。 
 

土壌中においてセシウムは１価の陽イオンとして振る舞い、イオン交換によってバーミュキュ

ライトなどの層状の粘土鉱物に強く吸着される事が知られている。また、本試料の磁性成分には、

雲母粘土鉱物、バーミキュライトなど磁性元素を含むタイプがある粘土鉱物が含まれていた。こ

れらに吸着されたセシウムが粘土鉱物と共に磁石によって分離され、磁性成分の放射能濃度が高

くなったと考えられる。 
 
 本研究において、放射性セシウムで汚染された表層土壌に対して全体で 1/4 程度の重量の磁性

成分を分離することによって、放射能値を半分以上低減できる可能性が示された。土壌からの完

全なセシウムの分離には至らないが、ネオジム磁石で吸引するというきわめて簡単な操作で、放

射能を半分ほどに低減できることになり、放射能除染の１つの方法としての可能性が明らかにな

った。 
なお、本研究結果は「RADIOISOTOPES 誌（日本アイソトープ協会）」に掲載が決定している。 

 

＊ネオジム磁石：最も強力な永久磁石で、安価で入手できる。 

（お問合せ先） 

山形大学 理学部物理学科  

教授 岩田
い わ た

 高広
たかひろ

 TEL：023-628-4762 

 

宮崎大学 工学教育研究部  

教授 松田
ま つ だ

 達郎
たつろう

 TEL：0985-58-7373 

 

 

 



 
参考資料 
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                                 平成２５年５月８日    

山 形 大 学 

 

２０１３年度山形大学都市・地域学研究所事業計画が決定 

２０１３年度の都市・地域学研究所の事業計画が決まりました。 

とりわけ、２０１０年度以来継続している「山形偉人再発見プロジェクト」は、

２０１３年が最上義光没後４００年にあたるために、最上義光に注目して、２度

のシンポジウムを開催します。 

 

◆第１回 最上義光没後４００年記念 「最上義光シンポジウム」  

    《山形市最上義光公没後 400 年記念協賛事業》 

６月２３日（日） 

 

◆第２回 最上義光没後４００年記念 「最上義光シンポジウム」   

    《山形市最上義光公没後 400 年記念協賛事業》 

９月１４日（土） 

◆公開講座「山形の魅力再発見パート１１」 

１０月５日・１２日・１９日（全土曜日）  

◆第３回安達峰一郎記念世界平和弁論大会（全国の中・高校生各 20 名の弁論大会）

１１月１６日（土） 

 

＊山形大学都市・地域学研究所：自主的共同研究の推進を支援し本学の研究活動の活性化を図るために、社会的要請の

高い分野などにおいて、学部を横断した自主的共同研究を行う組織、「山形大学バーチャル研究所」

の一つとして認定されている。「都市・地域学」に関する総合的かつ学際的研究を行っている。 

（お問合せ先） 

山形大学都市・地域学研究所 

人文学部人間文化学科・教授 松尾剛次 

電話：023-628-4917 

Mail: kmatsuo@human.kj.yamagata-u.ac.jp
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                                   平成２５年５月８日    

山 形 大 学  

 

平成２５年度新入生保護者の皆さまと山形大学との交流会の開催 

 

山形大学をより身近な存在として感じていただくために、平成２５年度新入生

の保護者の方々を対象に、山形大学との交流会を開催します。 

大学運営の実情や教育・研究内容等をご紹介するとともに、保護者相互、本学

教職員との親睦と交流を深めていただくため懇談会も開催します。 

 

◆実施概要 

日 時：平成２５年６月２９日（土） １３：３０～１８：００ 

 

会 場：山形大学小白川キャンパス基盤教育２号館 

 

内 容： 

・学長あいさつ，大学概況説明等 

    ・『一年次の基盤教育』について 

            渡邊 洋一(基盤教育院長) 

    ・授業紹介「実践的キャリア教育学での挑戦」 

        エンロールメント・マネジメント部 教授 福島 真司 

新入生有志数名 

   ・「産業界が、今、大きな期待を寄せる理学部のものづくり  

―ナノテクノロジー基盤材料技術への貢献―」 

               理学部物質生命化学科 教授 栗原 正人 

・懇談会 

 

※ 希望者には学生による小白川キャンパスツアーを実施します。 

 

 

 （お問合せ先） 

エンロールメント・マネジメント部政策課 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４０６２ 
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                                   平成２５年５月８日    

山 形 大 学  

大学コンソーシアムやまがた「やまがた夜話」の開催 

今年度も、ゆうキャンパス・ステーションで「やまがた夜話」を開催します。 

「大学コンソーシアムやまがた」では、「もう一つの人づくり」を実現するため、

「山形県の人・モノ・地域作り」をテーマに、それぞれの得意分野で活躍してい

る第一人者の方から、皆様へわかりやすいお話しをしていただきます。 

 

５ 月 

テーマ 「草木塔– やまがたと草木塔の歴史－」 

 

２２日（水）「草木塔と出羽三山信仰」 

伊藤 清郎 氏 山形大学地域教育文化学部 教授 

２３日（木）「草木塔と歴史」 

岩鼻 通明 氏 山形大学農学部 教授 

２９日（水）「草木塔と東日本大震災」 

村松  真 氏 山形大学東北創生研究所 コーディネーター 

３０日（木）「草木塔と民俗」 

菊地 和博 氏 東北文教大学短期大学部 総合文化学科長 

 

６ 月 

テーマ 「いま、ふたたびのおくのほそ道」 

 

５日（水）「百代の過客 -芭蕉のイメージ戦略-」  

１２日（水）「小説・おくのほそ道-曽良随行日記が記録した旅の真実-」 

２０日（木）「連句は続くよどこまでも-当時の俳諧の実態-」 

２６日（水）「おくのほそ道、三百年の旅路-後世・世界への影響-」 

  山本 陽史 氏 山形大学基盤教育院 教授 

 

時 間：１８：３０～１９：３０ 

場 所：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 

対 象：高校生・学生・一般市民 定員５０名（参加費は無料です。） 

 

 

 
※大学コンソーシアムやまがた：平成16年4月に設立された、山形県内の大学・短期大学・高等専門学校・放送大学等の

高等教育機関と山形県の連合組織。山形県内の高等教育の充実・発展を図るとともに、各大学の知的資源を有効に活用

して地域社会に貢献することを目的としている。 

（お問合せ先） 

 大学コンソーシアムやまがた事務局 

電話 ０２３－６２８－４８４２ 

 

 



テーマ 草木塔 –やまがたと草木塔の歴史－

やまがた夜話

会 場

お申し込み

対 象

アクセスゆうキャンパス・ステーション
（山形むらきさわビル１階）

高校生・学生・一般市民

入場無料
定員：５０名

山形駅東口より徒歩１分

電話又はチラシ裏面の参加
申込書に必要事項を記入の
上Ｆａｘ，郵送、メール等でお
申し込みください。

〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階
℡：023-628-4842  FAX:023-628-4820
E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

お申込み・お問合せ

主 催 大学コンソーシアムやまがた



FAX：023-628-4820
大学コンソーシアムやまがた事務局 行き

やまがた夜話に参加申込みをします。

参加日

参加希望日に☑、又は日付を〇で囲んでください。

□ 平成２５年５月２２日（水） 講師： 伊藤 清郎 氏

□ 平成２５年５月２３日（木） 講師： 岩鼻 道明 氏

□ 平成２５年５月２９日（水） 講師： 村松 真 氏

□ 平成２５年５月３０日（木） 講師： 菊地 和博 氏

住 所

〒

氏 名

連絡先
TEL

E-mail

所 属

必要事項を明記の上、FAX・郵送またはE-mailにてお申込ください。

申込締切日：それぞれの夜話前日までにお申込をお願いいたします。

受講申込者が多数の場合は、お手数ですが参加申込書をコピーしてご利用ください。

この申込書にご記入いただいた情報は、今回の講座を受講するために必要な事務連絡等に使用すると共に、参
加者名簿の作成にのみ使用させていただきます。

【お申込み・お問合せ先】

大学コンソーシアムやまがた ゆうキャンパス・ステーション

〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階

TEL:０２３－６２８－４８４２ FAX:０２３－６２８－４８２０ E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp



６月 ５日(水) 百代の過客 ー芭蕉のイメージ戦略ー
18:30 ～ 19:30

６月１２日(水) 小説・おくのほそ道ー曽良随行日記が記録した旅の真実ー

18:30 ～ 19:30

６月２０日(木) 連句は続くよどこまでもー当時の俳諧の実態ー
18:30 ～ 19:30   

６月２６日(水) おくのほそ道、三百年の旅路ー後世・世界への影響ー

18:30 ～ 19:30

講 師 山本 陽史 氏 （ 山形大学基盤教育院・教授 ）

＊３回目の６月２０日は木曜日の開催ですのでお間違えの無いようにお集まりください。

テーマ いま、ふたたびのおくのほそ道

やまがた夜話

会 場

お申し込み

対 象

アクセスゆうキャンパス・ステーション
（山形むらきさわビル１階）

高校生・学生・一般市民

入場無料
定員：５０名

山形駅東口より徒歩１分

電話又はチラシ裏面の参加
申込書に必要事項を記入の
上Ｆａｘ，郵送、メール等でお
申し込みください。

〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階
℡：023-628-4842  FAX:023-628-4820
E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

お申込み・お問合せ

主 催 大学コンソーシアムやまがた



FAX：023-628-4820
大学コンソーシアムやまがた事務局 行き

やまがた夜話に参加申込みをします。

参加日

参加希望日に☑、又は日付を〇で囲んでください。

□ 平成２５年 ６月 ５日（水） 講師： 山本 陽史 氏

□ 平成２５年 ６月１２日（水） 講師： 山本 陽史 氏

□ 平成２５年 ６月２０日（木） 講師： 山本 陽史 氏

□ 平成２５年 ６月２６日（水） 講師： 山本 陽史 氏

住 所

〒

氏 名

連絡先
TEL

E-mail

所 属

必要事項を明記の上、FAX・郵送またはE-mailにてお申込ください。

申込締切日：それぞれの夜話前日までにお申込をお願いいたします。

受講申込者が多数の場合は、お手数ですが参加申込書をコピーしてご利用ください。

この申込書にご記入いただいた情報は、今回の講座を受講するために必要な事務連絡等に使用すると共に、参
加者名簿の作成にのみ使用させていただきます。

【お申込み・お問合せ先】

大学コンソーシアムやまがた ゆうキャンパス・ステーション

〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階

TEL:０２３－６２８－４８４２ FAX:０２３－６２８－４８２０ E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp



 

プレス通知資料               （概 要） 

   

平成２５年５月８日 
山 形 大 学  

 

１．益川敏英氏（2008 年ノーベル物理学賞受賞）を講師に迎え、理学部講演会を開催 

 

     山形大学理学部では、学生や教職員を対象に、各自の知識を深めていただくことを目的に、

各専門分野における第一人者を招へいして、一年に 20 回程度、講演会を開催しています。 

今回は、講師に 2008 年にノーベル物理学賞を受賞された益川敏英氏をお招きしますので、地

域の皆様にも開放して、次のとおり理学部講演会を開催します。 

日 時：５月３１日（金）１６時３０分～１８時００分 （開場１６時１０分） 

場 所：山形大学小白川キャンパス 基盤教育２号館２２１教室 

内 容：「科学を志す若い人へ」※学生グループとの対談形式 

対象者：学生対象ですが、一般の方も参加可能です。 

参加費：無料 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

 

２．有機エレクトロニクスイノベーションセンター内覧会を開催 

 

     今年４月に開所した「山形大学有機エレクトロニクスイノベーションセンター」の内覧会を開催し

ます。この内覧会は、関係自治体、関係団体、参加企業、報道機関、その他関係者を対象とした

もので、一般の方を対象とするものではありません。 

日 時：６月６日（木） 

第一部（１３時００分～１４時３０分） 

・・・対 象：関係自治体、関係団体、報道機関  

第二部（１５時００分～１６時３０分） 

・・・対 象：参加企業、その他関係者 

会 場：〒992-0119  米沢市アルカディア 1丁目 808 番 48 

山形大学有機エレクトロニクスイノベーションセンター 会議室ほか 

内 容：学部長挨拶、センター概要説明、有機デバイスコンソーシアム形成事業説明、 

施設見学 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

 

 



３．非常時のための加温機能を備えた保存食「ほっこり食」の販売 

 

山形大学地域教育文化学部食環境デザインコースと、気仙沼ほてい株式会社が中心となって 

開発した、「非常時のための加温機能を備えた保存食「ほっこり食」」を、限定１００食販売します。 

食べてもらった後にアンケート調査に答えていただき、今後の本格的販売へ向けて、参考にさ

せていただきます。 

販売場所：山形大学生協（山形市小白川店のみ） 

販売開始：５月１３日（月） 

販売値段：５００円（税込み） 

※限定１００個の販売のため、売り切れた時点で終了！ 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

 

４．人文学部公開講座「１９世紀 西洋思想の宝石箱」の開催 

 

平成２５年度人文学部公開講座は、「１９世紀 西洋思想の宝石箱」～ニーチェからコナン・ドイ

ル、フェノロサまで～というテーマで開催します。 

５人の講師が、１９世紀西洋における思想的営為や文化芸術に、思想・文学・芸術・科学など様々

な分野から光を当てて講演を行います。 

日   時：６月６日、１０日、１３日、１７日、２０日 （月・木 計５回） 

１８：３０～２０：１０ 

場   所：山形大学人文学部１階 １０４教室 

対 象 者：一般市民・大学生・高校生 ３０名 

受 講 料：２，０００円(大学生・高校生は無料) 

募集期間：５月７日(火)～６月３日(月) 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

 



山 形 大 学  

 

理 学 部 講 演 会 
 
 

講演者： 

益 川 敏 英 氏 
名古屋大学素粒子宇宙起源研究機構、機構長 

京都産業大学、教授 

2008 年ノーベル物理学賞受賞者 
 

 
 

2013 年 5 月 31 日（金）  

16:30-18:00 （開場 16:10） 

山形大学小白川キャンパス 基盤教育 2 号館 221 教室 

講演内容：科学を志す若い人へ 

形式：学生グループとの対談形式 

学生対象ですが、一般の方でも御参加いただけます 

 
 
 問い合わせ先：理学部物理学科 岩田高広 

       Tel: 023-628-4762 
              Email:tiwata@sci.kj.yamagata-u.ac.jp 

 



 

山形大学有機エレクトロニクスイノベーションセンター内覧会について 

 

 

 
    日 時：平成２５年６月６日（木）１３時００分から１６時３０分 
 
  会 場：〒992-0119  米沢市アルカディア 1丁目 808番 48 

山形大学有機エレクトロニクスイノベーションセンター会議室ほか 

       

  対 象：関係自治体，関係団体，参加企業，報道機関，その他関係者 

 

 

  日 程： 

◎第一部（１３時００分～１４時３０分） 

 対象：関係自治体，関係団体，報道機関 

      １．学部長挨拶 

      ２．本センター概要説明 

 ３．有機デバイスコンソーシアム形成事業説明 

 ４．施設見学 

 

◎第二部（１５時００分～１６時３０分） 

対象：参加企業，その他関係者 

  １．学部長挨拶 

      ２．本センター概要説明 

 ３．有機デバイスコンソーシアム形成事業説明 

 ４．施設見学 

 

 

 

 

                 ------- お問い合わせ先 --------------------- 

有機ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ事務室 

〒992-0119 山形県米沢市ｱﾙｶﾃﾞｨｱ 1丁目 808番 48 

TEL ： 0238-29-0566 FAX : 0238-29-0567 

---------------------------------------- 
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山 形 大 学  

 

非常時のための加温機能を備えた保存食「ほっこり食」の販売 
 

山形大学地域教育文化学部食環境デザインコースと、気仙沼ほてい株式会社が中心とな

って開発した、「非常時のための加温機能を備えた保存食「ほっこり食」」を販売します。 

 
販売場所：山形大学生協(山形市小白川店) 

販売開始：５月１３日（月） 

販売値段：５００円（税込み） 

限定１００個の販売のため、売り切れた時点で終了！ 

※食べてもらった後にアンケート調査に答えていただき、 

今後の本格的販売へ向けて、参考にさせていただきます。 

◆開発経緯 

 東日本大震災直後の避難所生活では、水分や栄養素の摂取不足および栄養バランスの乱れ、

などが原因で体調を崩しがちでした。もし、水分や栄養バランスもよく、血流改善などの機能

性を持った温かい食事が避難所で提供されていれば、これらのリスクは大きく軽減できたと考

えられます。そこで、今年２月２０日に発表したとおり、山形大学地域教育文化学部食環境デ

ザインコースと気仙沼ほてい株式会社が中心となり、双日プラネット株式会社および東洋製罐

株式会社と合同で、１）栄養バランスを確保しつつ、２）糸を引けば自発的に温まる機能を有

する、レトルト保存食「ほっこり食」を開発しました。 

 

◆概要 

 開発した保存食は、トマト味をベースに、１パック250gで成人男性の１食あたりの必要３大

栄養素の約１／３をバランスよく補給できるようになっています。また、食事は避難時の楽し

みであることを考え、機能や美味しさにも充分配慮しました。食材には代謝向上性が期待でき

るポリフェノールや必須脂肪酸（α— リノレン酸）を多く含むエゴマ油を使用したり、ビタミ

ンや食物繊維の補給のためにつや姫の玄米を使用しました。さらに、駅弁等で使用されている

加温システムを最適化することで、水素ガスの発生なしで６分以内に約６０℃まで食事を温め

ることができ、調理施設などがない避難先（体育館など）でも温かい食事の提供が可能になり

ます。 

 

◆今後の予定 

 日本各地で地震が発生している今日、災害時への備えは大変重要であると考えられます。食

べたあとには、アンケートに答えていただき、今後の本格的な販売への参考にさせていただき、

避難時の一助にしたいと、プロジェクトチームは期待しています。 
 

（お問合せ先） 

地域教育文化学部食環境デザインコース 

小酒井貴晴（電話 628-4354） 










